
中国の製造業は
空洞化するのか
あるいは、日本に製造業は戻るのか
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はじめに
◆【前提】世界の技術革新は「効率追求型」であり、それは低成長を生み出している

◆【構造】その中で米中は「経済」「技術」「基軸通貨」「軍事」という四つの覇権を巡る争いである

◆【問題】うち、「技術」覇権を巡る争いが熾烈になる中…

◆【日本の所在】…駐在米軍が存在しつつも、中国への経済依存度が高い日本は、市場である中国
の需要を取り組みつつ、米国との安保関係を維持すべく動いている

◆【きっかけ】その中で「技術」流出の問題、経済ブロック化による貿易の断絶の可能性、新型コロナ
ウイルスの影響による貿易活動の一時停止などによって…

◆【状況】…企業はグローバルサプライチェーンの見直しを検討せざるを得ない状況へと至っている

◆【問い】それは中国の製造業の弱化を意味するのか？



日本：４月７日閣議決定「新型コロ
ナウイルス感染症緊急経済対策」
⚫うち「サプライチェーン対策のための国内投資促進事業費補助金」（令和2年度第一次
補正予算：2,200億円＋10月16日追加予備費：860億円＝合計3,060億円）

⚫「一国依存度が高い製品・部素材について生産拠点の国内回帰等を補助する（中小企
業への補助率３分の２、大企業は２分の１等）」と同時に、「マスクやアルコール消毒
液、防護服、人工呼吸器、人工肺等国民が健康な生活を営む上で重要な製品等の国内へ
の生産拠点等整備の補助率を引き上げる（中小企業への補助率４分の３、大企業は３分
の２）」

出典：経済産業省 https://www.meti.go.jp/press/2020/10/20201021004/20201021004.html
内閣府 https://www5.cao.go.jp/keizai1/keizaitaisaku/2020/20200407_taisaku.pdf

https://www.meti.go.jp/press/2020/10/20201021004/20201021004.html
https://www5.cao.go.jp/keizai1/keizaitaisaku/2020/20200407_taisaku.pdf


日本：約11倍となった公募
5月22日 公募開始
6月5日 先行審査受付締切（90件、約996億円分の応募）

7月17日 先行採択先決定（57件、約574億円採択）

7月22日
公募締切（1,670件、約1兆7,640億円の応募、約11倍）
⇒ 追加予算積み増し（860億円、10月16日）

11月中旬 採択決定予定

⚫「一国依存度」とあって、中国と特定してい
るわけではないが、「我が国に供給する製品・
部素材で、一国依存度が高いものについて、
ASEAN諸国等への生産設備の多元化を支援す
る（中小企業への補助率３分の２、大企業は２
分の１等）」とあることから、「ASEAN諸国
等」以外で日本企業の製造拠点が中国であるこ
とは疑いの余地はない。



政策とは別に
サプライチェーンの再編も

⚫進むサプライチェーンの再編。
⚫「無人化や省人化ラインであれば、国内で採算
がとれる」
…これは日本への国内生産回帰という動きなの
か？

出典：2020/06/06 日本経済新聞 朝刊 11ページより



人手不足の衝撃
「生産改良のため」

出典：2020/09/26 日本経済新聞 朝刊 3ページより一部抜粋

⚫ 人的資本：「国内の生産ライン改良のた
め、中国から技術者を受け入れ」

⇒ 日本の一眼レフの例

⚫ 物的資本：「…同社の製造装置は中国製
が多く「中国の技術者やメーカー関係者
の入国が欠かせない」…」

⇒ 中国のロボットメーカーの例

出典：IFR https://ifr.org/

https://ifr.org/


中国製造業は日本等に回帰するのか
⚫総じて新型コロナウイルスは企業にとってコストの一つであるが、「コスト上昇によ
る生産拠点・グローバルサプライチェーンの見直し」は今に始まったことではない。

コスト上昇
時期

事象 変化など

2010年代 ルイス転換点 労働コストの上昇

2015年前後 環境規制の本格的
強化

生産コストの上昇

2018年以降 米中貿易摩擦 関税コストの上昇

2020年以降 COVID-19 流通・衛生コストなど
の上昇

海外現地法人数・地域別割合の推移

出典：経済産業省、海外事業活動基本調査各年版より
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kaigaizi/index.html

出典：関志雄「ポスト・ルイス転換点の中国経済」https://www.rieti.go.jp/users/china-tr/jp/ssqs/121030ssqs.html
関志雄「ルイス転換点の到来を示唆する「民工荒」」https://www.rieti.go.jp/users/china-tr/jp/ssqs/100428-1ssqs.html

https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kaigaizi/index.html
https://www.rieti.go.jp/users/china-tr/jp/ssqs/121030ssqs.html
https://www.rieti.go.jp/users/china-tr/jp/ssqs/100428-1ssqs.html


かつて日本はどうだったのか
コスト上昇時期 事象 変化など

1950年後半～60年前
半

ルイス転換期間 労働コストの上昇

1960年後半以降 1968年「大気汚染防止法」成立、1970
年公害国会における改正、1974年の改
正で総量規制導入

生産コストの上昇

1960年代以降 日米貿易摩擦（繊維交渉1970年～、牛
肉オレンジ交渉1977年～、自動車問題
1970年～、半導体85年～等）

貿易コストの上昇

1970年代以降 円高 貿易コストの上昇

出典：南亮進（1968）「日本経済の転換点」https://hermes-ir.lib.hit-u.ac.jp/hermes/ir/re/24105/keizaikenkyu01903220.pdf
独立行政法人環境再生保全機構 https://www.erca.go.jp/yobou/taiki/rekishi/03_02.html
外務省「日米通商交渉の歴史（概要）」 https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/tpp/pdfs/j_us_rekishi.pdf

https://hermes-ir.lib.hit-u.ac.jp/hermes/ir/re/24105/keizaikenkyu01903220.pdf
https://www.erca.go.jp/yobou/taiki/rekishi/03_02.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/tpp/pdfs/j_us_rekishi.pdf


日本で産業空洞化・
製造業弱体化は生じたのか？

GDP業種別割合（日本） 産業別労働者一人当たりGDP（日本）

出典：総務省統計局出典：総務省統計局



何故中国等に向かうのか？
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6．品質価格面で、日本への逆輸入が可能

11.税制、融資等の優遇措置がある。

2．良質で安価な労働力が確保できる。

10．納入先を含む、他の日系企業の進出実績がある。

8．進出先近隣三国で製品需要が旺盛又は今後の拡大が見込まれる。

7．現地の製品需要が旺盛又は今後の需要が見込まれる。

日本企業海外現地法人投資決定のポイント

出典：経済産業省、海外事業活動基本調査各年版より
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kaigaizi/index.html

⚫だが、「国内での競争が
激化しているから」という
選択項目はなかったようだ。

https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kaigaizi/index.html


そこに需要があるから。
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出典：経済産業省、海外事業活動基本調査各年版より
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kaigaizi/index.html

⚫米中貿易摩擦の中で、中国での製造を強化
するわけは。

https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kaigaizi/index.html


「スリム化」「筋肉質化」する中国製造業
産業別雇用者一人当たりGDP（中国）

出典：中国国家統計局
https://data.stats.gov.cn/easyquery.htm?cn=C01

出典：中国国家統計局
https://data.stats.gov.cn/easyquery.htm?cn=C01
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自動化なども着実に

出典：https://www.fanuc.co.jp/ja/profile/history/index.html

ロボット供給台数

出典：IFR https://ifr.org/

⚫「8つの戦略的新興産業」（9月23日）
(1)次世代IT（情報技術）、(2)バイオ、
(3)ハイエンド装備製造、(4)新素材、(5)
新エネルギー、(6)AI及び新エネルギー
車、(7)省エネ・環境保護、(8)デジタル
イノベーション、に対して、財政、土
地、金融、科学技術、人材、知的財産
権などの政策を生かし、戦略的新興産
業の建設に対するサポートで連携。

⚫「新インフラ整備（新基建）」（3月4
日）

https://ifr.org/


世界貿易における動きも同様か
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出典：IMF
https://data.imf.org/regular.aspx?key=61013712

https://data.imf.org/regular.aspx?key=61013712


需要がある中国の製造業は
「スリム化」「筋肉質化」するのでは
熾烈な需要はフィードバック効果を通じた連続的な技術革新と相性が良い

戦わない「マザー工場」から改善は生まれるのか？

補足：米中貿易摩擦を受けて日本企業の行動は変わったのか？

まだ探り合いの段階

⚫コア技術の回帰

⚫生産拠点多様化の検討（しかしコスト負担が可能か）

⚫加えて中国国内における設備投資強化と工夫・営業力強化



ありがとうございました。


